
           第 31 回英連邦戦死者墓地追悼礼拝 

2025 年 8 月 2 日（土）、日本の民間人主催による戦死者の追悼礼拝が、横浜市保土ヶ谷区の英連邦戦

死者墓地で行われました。当日は台風の上陸が心配されていましたが、実際は素晴らしい晴天で 35℃に

届く猛暑でした。実行委員会の方々により、日よけのテントや飲料水が用意されており、参加者は一息

つくことができました。 

午前 11 時からの礼拝は日本聖公会の大森司祭による司式で行われました。参加者一同で讃美歌を歌

い、司祭による追悼の辞、祈祷が厳粛に行われ、最後に実行委員会代表奥津氏による挨拶が行われまし

た。その後参加者はイギリス区の犠牲の十字架、英米オランダ人の遺骨を合葬した納骨堂、オーストラ

リア区、カナダ・ニュージーランド区、インド・パキスタン区と順に回って、それぞれに各国武官と様々

な団体の代表が二人一組になってリースを捧げました。オーストラリア区では POW 研究会の高田さん

が武官と一緒に犠牲の十字架にリースを捧げました。 

オーストラリア区に埋葬されているスコット・ヘイウッドさんの息子、ダグラス・ヘイウッドさんご

夫妻は、オーストラリアから来日してこの追悼礼拝に参列されました。 

 

イギリス区の犠牲の十字架へ献花する武官と司祭 

オーストラリア区の十字架に献花するＰ研高田さん 


